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抄録　【目的】子ども虐待の半数以上は3歳未満児であり、その半数以上は頭部外傷を伴う身体的虐待である（藤原ら、2006）。乳幼児への虐待による頭部外傷（その多くはShaken Baby Syndrome, 乳幼児揺さぶられ症候群と呼ばれる）の引き金となっているのは児が泣くことであることが多い（Barr et al, 2006）。これは、児の泣き行動への親の理解不足から、なぜ泣いているのかわからず、不安になり、ストレスがたまり、虐待的行為（激しい揺さぶりなど）へと発展していると考えられる。しかしながら、最近の小児科学の知見によれば、生後2－3ヶ月において泣き行動のピーク（パープルクライング期）があり、この時期になにをやっても泣きやまない泣き行動があっても全く正常であることがわかっている（Barr & Fujiwara, in press）。したがって、この知見を子どもが生まれた親に伝えることができれば、育児不安を減らし、虐待的行為を予防できると考えられる。本研究の目的は、乳児の泣き行動の特徴（パープルクライング期）に関する教材の育児不安および虐待的行為における予防効果を調べることである。
【方法】　二重盲目ランダム化対照研究デザインを用いて、バンクーバーにおける同意の得られた出産直後の母親1833名を対象にパープルクライング期に関する教材（介入群）または事故予防に関する教材（対照群）のどちらかをランダムに配布した。そして生後5週時に4日間、“赤ちゃんの一日ダイアリー”を用いて乳児の泣き行動、母親の行動およびフラストレーションを記入してもらった。そして生後2ヶ月時に電話による質問紙調査を行い、乳児の泣き行動に関する知識、乳児の泣き行動に対する行動に関して調査した。

【結果】　介入群は、対照群に比べ、乳児の泣き行動に関する知識が有意に高かった。また、教材により推奨されている行動である「乳児が泣き止まないときにその場を離れる」という行動を介入群は対照群に比べ1.7倍有意にとっていた（Rate Ratio: 1.70, 95%信頼区間：1.12-2.58）。また、他の世話人に乳児の泣き行動に関する知識を伝えていたのは介入群が51.5％で対照群は38.5％と介入群の方が13％多く伝えており、この差は有意であった。しかし、乳児の泣き行動に対するフラストレーションの度合いは両群で有意差は認められなかった。

【考察】　乳児の泣き行動の特徴に関する教材を母親に見せることによって、乳児の泣き行動に関する知識が高まり、どうしても泣きやまないときにはその場を離れるという、乳幼児揺さぶられ症候群の回避につながる行動をよりとるようになることがわかった。これにより、本教材は乳幼児揺さぶられ症候群の予防に有効であることが示唆された。
